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様
々
な
工
夫
凝
ら
し
て
学
生
の
興
味
惹
く

分
か
り
易
く
英
語
の
ル
ー
ツ
を
辿
る

堀田隆一准教授

「英語史」

Hotta  Ryuichi

文学部

［火曜2限］

「
な
ぜ
Ａ
を[ei]

と
発
音
す
る
の
か
」

「
英
語
が
世
界
語
と
な
り
え
た
の
は
ど
う

し
て
か
」

　

英
語
を
学
ん
で
い
れ
ば
誰
も
が
抱
く
で

あ
ろ
う
、
こ
ん
な
疑
問
を
解
決
し
て
く
れ

る
講
義
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
堀
田
隆
一
先

生
の
「
英
語
史
」
の
授
業
だ
。
講
義
で
は
、

学
生
の
英
語
史
に
対
す
る
興
味
を
惹
く
た

め
に
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、

暗
記
す
る
事
項
が
多
い
と
い
う
定
番
の
歴

史
の
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て
く
れ

る
。

　

記
者
が
昨
年
度
、
受
講
し
た
際
に
は
、

分
か
り
易
く
丁
寧
な
講
義
に
感
心
さ
せ
ら

れ
た
。
今
回
、
堀
田
先
生
が
、
突
然
の
取

材
申
し
込
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
即
座
に

快
く
応
じ
て
く
れ
た
の
も
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
講
義
を
大
切
に
行
っ
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。

疑
問
は
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

　

火
曜
日
２
限
、
午
前
11
時
の
定
時
に
教

室
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
机
の
上
に
は
、

講
義
用
の
プ
リ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

先
生
は
す
で
に
授
業
で
使
用
す
る
機
材
の

セ
ッ
ト
を
終
え
て
お
り
、
定
刻
通
り
に
授

業
が
ス
タ
ー
ト
。
早
速
、
堀
田
先
生
な
ら

で
は
の
工
夫
が
み
ら
れ
た
。
前
回
の
授
業

終
了
時
に
配
布
さ
れ
た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

ペ
ー
パ
ー
に
書
か
れ
た
学
生
の
感
想
や
疑

問
に
答
え
る
形
で
授
業
が
は
じ
ま
っ
た
の

だ
。

　

疑
問
点
や
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
あ

ら
た
め
て
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の

だ
か
ら
、
学
生

に
と
っ
て
は
あ

り
が
た
い
。
授

業
開
始
時
に
み

ら
れ
る
講
義
の

工
夫
は
、
こ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
に
限
ら
な
い
。

こ
の
日
は
、
時

事
ニ
ュ
ー
ス
に

触
れ
な
が
ら
、

英
語
史
の
視
点

か
ら
の
言
及
が

あ
っ
た
。

　

「
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
、
火
山
の
噴
火
が

起
き
ま
し
た
が
…
」。
堀
田
先
生
は
、
１

週
間
ほ
ど
前
に
発
生
し
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

南
部
エ
イ
ヤ
フ
ィ
ヤ
ト
ラ
ヨ
ー
ク
ト
ル
氷

河
の
火
山
噴
火
に
つ
い
て
話
を
切
り
出
し

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
中
心
に
空
港
閉

鎖
や
航
空
便
欠
航
と
い
う
事
態
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
火
山
噴
火
の
ニ
ュ
ー
ス
を
引
き

合
い
に
出
し
な
が
ら
、
授
業
は
英
語
史
に

関
連
す
る
内
容
へ
移
行
し
て
い
っ
た
。

英
語
に
多
大
な
影
響
与
え
た
北
欧
語

　

「Icelandic

（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
）
と

English

（
英
語
）
は
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族

の
言
語
と
し
て
、
文
化
や
文
学
に
お
け
る

共
通
性
が
あ
り
、
同
様
の
成
立
の
ル
ー
ツ

を
も
ち
ま
す
」。
堀
田
先
生
は
、
北
欧
語

と
英
語
の
関
連
性
に
つ
い
て
説
明
を
は
じ

め
た
。
千
年
前
の
時
点
で
は
、
西
ゲ
ル
マ

ン
語
の
英
語
と
北
ゲ
ル
マ
ン
語
で
あ
る
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
語
は
、
類
似
し
て
お
り
、
そ

の
差
は
方
言
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

「
北
欧
語
は
現
代
英
語
の
確
立
に
、
甚

大
な
言
語
的
影
響
を
与
え
て
き
た
」
と
前 留学体験交え講義する堀田先生
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置
き
し
て
、
先
生
は
「
８
世
紀
か
ら
11
世

紀
前
半
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
侵
略
に
よ
り
、she

や
、 they

な

ど
が
英
語
に
入
っ
て
き
た
」
と
い
う
こ
と

や
、「
北
欧
語
は
英
語
の
人
名
、
地
名
に

も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
例
え
ばson

は
、
息
子
の
意
で　

Jackson

はJack

の
子
ど
も
」
な
ど
と
具
体
的
な
例
を
紹
介

し
な
が
ら
説
明
し
た
。

　

ま
た
「
現
代
英
語
は
、
古
い
文
法
を
多

く
失
っ
た
の

に
対
し
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド

語
は
、
現
在

も
そ
の
言
語

形
態
が
千
年

前
と
あ
ま
り

変
化
し
て
い

な
い
」
と
い

う
。
そ
の
理

由
と
し
て
、

ア
イ
ス
ラ
ン

ド
が
地
理
的

に
隔
離
さ
れ

て
い
る
こ
と

を
挙
げ
た
。

ス
ク
リ
ー
ン

に
北
欧
を
中

心
に
し
た
地

図
を
映
し
出

し
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
の
位

置
を
確
認
し

な
が
ら
、
先
生
は
「
比
較
言
語
学
上
、
古

英
語
と
古
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
の
比
較
、
対

照
は
重
要
で
す
」
と
強
調
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
義
は「
現
代
英
語
の
特
徴
」

が
主
題
で
、「
現
代
英
語
は
ど
ん
な
言
語

か
」「
他
の
言
語
や
古
い
英
語
と
比
較
し
て
、

ど
こ
が
異
な
る
の
か
」
と
い
っ
た
点
に
つ

い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
う
え
で
、

授
業
は
本
題
に
入
っ
て
い
っ
た
。

３
５
０
の
輸
入
言
語
に
よ
る
現
代
英
語

　

講
義
は
、
堀
田
先
生
の
授
業
用
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
。
学
生
は
そ
れ
を
印
刷
し
、

授
業
に
臨
む
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
学

ぶ
ポ
イ
ン
ト
の
項
目
ご
と
に
空
欄
が
あ
り
、

聴
講
し
な
が
ら
学
生
が
要
点
を
書
き
込
め

る
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
現
代
英
語
の
特
徴
」
に
つ
い
て
は
、

慣
用
句
に
関
す
る
話
に
進
ん
だ
。
英
語

を
母
語
と
し
な
い
人
に
と
っ
て
慣
用
句

（Idiom
atic Expressions

）
は
、
そ
の

数
の
多
さ
が
頭
を
悩
ま
せ
る
。

　

「
現
代
英
語
の
単
語
は
、
３
５
０
も
の

言
語
か
ら
輸
入
さ
れ
、
そ
の
数
は
約
１
０

０
万
語
に
の
ぼ
る
。
英
語
の
慣
用
句
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
や
ラ
テ
ン
語
の
借
用
語
の
同

義
語
が
多
く
存
在
し
、
そ
の
半
数
以
上
を

占
め
ま
す
」
と
堀
田
先
生
。

　

ま
た
、「knight

」
と
い
う
単
語
を
「
ナ

イ
ト
」
と
発
音
す
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
。

千
年
前
の
英
語
で
は
、A

は
、「
エ
イ
」

で
は
な
く
、「
ア
」と
発
音
さ
れ
、「knight

」 

は
「
ク
ニ
ヒ
ト
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
先

生
は
、<gh>

の
綴
り
を
含
む
単
語
を
挙

げ
て
、
そ
の
部
分
に
対
応
す
る
発
音
を
指

摘
す
る
よ
う
学
生
に
考
え
さ
せ
た
。
例
え

ば
「ghoti

は
ど
う
発
音
す
る
か
」
と
い

う
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作

家
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
が
訴
え
た
英
語

の
発
音
の
改
革
に
も
触
れ
た
。
ち
な
み
に
、

「ghoti

」の
発
音
の
答
え
は「
フ
ィ
シ
ュ
」

だ
そ
う
で
あ
る
。

　

学
生
が
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
記

入
す
る
時
間
を
考
慮
し
て
、
定
刻
数
分
前

に
な
る
と
、
授
業
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

次
回
以
降
の
授
業
で
扱
う
内
容
を
説
明
し
、

講
義
は
終
了
と
な
っ
た
。

　

記
者
が
数
か
月
ぶ
り
に
聴
講
し
た
英
語

史
の
講
義
は
、
相
変
わ
ら
ず
堀
田
先
生
の

誠
実
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
授

業
の
た
め
に
毎
日
、
更
新
さ
れ
て
い
る

「hellog

〜
英
語
史
ブ
ロ
グ
」
に
も
ま
た

目
を
通
し
た
く
な
っ
た
。

（
学
生
記
者　

鷲
見
直
美
＝
文
学
部
３
年
）

「現代英語の特徴」がこの日のテーマ


